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兵庫県出石地方陶石鉱床第二次調査報告

塚脇砧亥管尾崎次男鞘

R6sum6

Second　Report　on　the　Pottery　Stolle　Deposit　at　Izus雇ti

by

Yaji　Tsukユwaki＆Tsuguo　Oz段ki

　　　The　writers　investigated　t五e　Nakamura　Mine　which　situated　at　the　northwe白tem

part　of　so・called“Izushi　pottery　Stone　District”．

　　　TheNak即ura曲ec・瞭isesthreedep・sits，namelyKarats曲血圭，Chimブ・in・
a尊d　Keioji，七he　former　being　promising　while　the　Iatter　two五〇pele＄s．

　　　Karat＄u－dani　deposit　shows　E－W　elongation，andcrossesapproximatelyperpendicular

to　t五e　main　vein曲ic五ca11ed“the　lst　main　vein”in　this　districts　in　the　former

paper．：）

　　　The　width　of　this　deposit　reaclles50－55　m，and　its　reserves　are　amounted　to

1，380，000tons．By　observation　of　the　outcrops，quality　of　this　deposit．belongs　to“3rd

class　stone”，the　qrade　of　ore　may　be　predicted　to　be　hlgherl　as　t五e　depth　iucreases．

要 約

　との調査は，昭和23年7月大阪麦所の浜野・塚脇およ

び尾崎によつて行われた出石陶石調査に引き続いて，昭

禾日25年9月に実施されたものであつて，中村鉱山に属す

る唐津谷・知妙院および経応寺鉱床の概査を主目的とし

た。

　今回調査した鉱床中，もつとも嘱望し得られる唐津谷

鉱体でも鉱石の品質はr3等石」程度であつて，知妙院

および経応寺鉱床は鉱石の品質はもちろん，鉱量の点に

おいても唐津谷鉱床に劣るo

1．　緒 暑自

　昭和25年9月兵庫県出石郡出石町附近に胚胎する陶石

鉱石鉱床の調査を実施した。

　今回の調査時去る昭和23年7』月当大阪支所浜野●塚脇

およぴ尾崎によつて行われた鶏塚・柿谷・日ノ辺および

桐野の各陶石鉱床調査に引き続いて，中村鉱山を主体と

して実施したものである。こごにその成果を報告する。

　なお，調査担当は次の如くである。

莱　大阪駐在員事務所　懸技衛部
且）　　Iz双sm　Po碇ery　Stone　Deposiむs　Surveyed　on　lg襲8，　by　K。

　　Ha鵬an〔，，　M．UenG乳nd　t魅e　presenL　、vrlle「s・

地質および鉱床調査

地形測量

塚脇紘次

尾崎次男

2。位置および交通

　今回調査した中村鉱床は兵庫県出石郡出石町および室

埴村に跨り，出石町の東方1kmの所に位置している。

　出石町に至る経路は山陰本線豊岡駅・江原駅および八

鹿駅から，それぞれ15．4km・12kmおよび13kmの踵

離にあつて，その聞はいずれも県道が発遙してお，り，乗

合自動車が通じている。

3。　地 形

　調査地域はやや峻瞼な幼年期の地形を呈し，地域のほ

ぼ中央部に城山（海抜標高321．5m）が聾えている。

　　　　　　　　4．地　　　質

地質は主として石英粗面岩からなつており，出石川お

よぴ谷肉川の流域の氾濫原に僅かに神積暦がみられるo

　石英粗面岩は外観やや褐色昧を帯びた白色を呈し，斑

晶としては肉眼にて，石英・正長石・斜長石・黒雲母が

認められ，黒雲母石英粗面岩に属するものである。検鏡

下では一般に石英・友曹長石・正長石・黒雲母の斑晶と

隠微晶質の石基からなり，，多くの場合熱水液の影饗をづ

けて多少の絹雲母が生じている。
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第一図出石陶、石鉱山附誼地形および地質

’　5．鉱 床

今回調査した中村鉱山の陶石鉱床は，唐津谷・知妙院’

および経応寺の6鉱床からなつている。

5．1　唐津谷鉱床

本鉱床は大規模な探鉱を実施した上でないと，その全

貌を明らかにすること，はできないが，今回の短期間の概

査にて知り得たことは吹の如くであう。すなわち本鉱床
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鉱床、図（縮尺1：10，600）

は走向ほぼ東西に走り，昭和23年調査の際命名した「第

1主脈」にほぼ直交したもので，その脈巾は当地方の他

の陶石鉱床に比較して極めて大き’く，，50～55m程度のも

のと推定される。品質は露頭部のみ6観察では，第1主

脈の3等石程度あるいはそれ以下の敷のであるが，深部

に進むに従つて品質が向上することが予測され，今後当

鉱床の脈巾確認およひその品質の試験を実施することに

よつて，将来に大きな期待がもたれるものと予測される。
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　5，2　知妙院鉱床

　本鉱床には地質鉱床図に示したように，知妙院第一・

第二・第三露頭の3露頭がある。露頭部分のみの観察に

ついて記載すれぱ，次のようである。

　知妙院第一露頭は走向N200Wに走り傾斜はほぼ垂直・

である。陶石は鉄分多く赤褐色を呈し，脹巾2m内外で

ある。

　知妙院第二露頭は走向N50。Wに走り，粗粒であつ

て，わずかに陶石化作用を蒙つたのみである。

　知妙院第三露頭は走向N30。Wに走り，脈巾4～5m

で，前記第一・第二両露頭に較べて良質であるが，唐津

谷鉱床のものに較べると劣り，陶石として使用困難と考

えちれる。

　すなわち露頭部分の観察では品質が余り良好でなく，

・稼行の価値を認め難いが，一応深部掘製の上品質試験を

実施する必要がある。

　5・3経応寺鉱床

　本鉱床は露頭部からS15。Eの方向に鑓押坑道にて約

25m探鉱されているが，軟質で比較的庭質である。本鉱

脈はその南方の知妙院鉱床3露頭のいずれに蓮続す斎か

不明であるが知妙隣鉱床とは別の，これらにほぼ平行し

たものと考え為のが愛当であろ5。

6．結 論

　今回調査を実施した3鉱床の5ちで，唐津谷鉱床はも

つとも有望と考えられるもgで，今後精査を実施して当

鉱床の全貌を明らかにして，かつその品質試験を行5必

要がある。

　残余の知妙院・経応寺の2鉱床は余g将来に朔待を持

てないものと考えられる6

　知妙院およぴ経応寺の両鉱床は，鉱床の規模小さく，

鉱量の算出まで到らないが，唐澤谷鉱床は次の如く算出

した。

1）

2）

3）

4）

海扱標高75m．以上を算出した。

脈幅50～55mであるが，平均脈幅52．5mとした。

走向方向断面面債（平均）は10，550m2。

比重は2．5として：馴卜算した。

唐津谷鉱床の鉱量二10，550×52，5×2．5d，384，687．5

　　　　　　　　≒1，380，0qOt

　　　　　　　　　　　　（昭和25年9月調査）
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